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Weak lensingは銀河団の暗黒物質の質量やその分布を力学平衡等の物理的仮定を介さず直接抽出できる唯一の
手法であり、近年の銀河団研究において大きな成果を挙げている。現在進行中のすばる望遠鏡搭載 Hyper Suprime
Cam を用いた戦略的観測プログラム (HSC-SSP)による ∼160 平方度領域をカバーした weak lensing観測に
より 1014h−1M⊙ < M500 < 1015h−1M⊙の幅広い質量レンジで 65 もの weak lensing同定銀河団が検出された
(Miyazaki et al. 2017) 。そこで我々はこのサンプルを用いて銀河団スケール則などを調べることを目的に X線
天文衛星XMM-Newtonのアーカイブデータの系統的な解析を行なった。イメージ解析の結果、観測のあった 13
個のうち光子統計の悪かった領域を除いた全ての領域で weak lensing質量ピークに対応する広がったX線源を確
認した。これらのサンプルのX線光度とweak lensing質量の関係をまとめたところ、X線同定銀河団と比較して
系統的にX線光度が低いという示唆を得た (三石,吉田他 日本天文学会 2017年秋季, 2018年春季年会)。
今回、我々はX線天文衛星Chandraの全アーカイブデータも調査し、4個のサンプルを追加した。そして、我々

が観測提案を行なったXMM-Newtonの新たな観測から 1 個のサンプルを追加した。これらのイメージ解析の結
果、5 個全ての領域で質量ピークに対応する広がったX線源を確認した。さらに、分光解析では検出器由来のバッ
クグラウンドやAGN活動による混入X線を評価し、X線光度および温度推定の系統誤差を見積もった。本講演
では、これら計 18 個のサンプルについて銀河団スケール則やその力学状態についても議論を行う。


